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⑮研究概要
文学システムの経験的研究.文学など人間の文化
を制作・媒介・受容・評価などの諸行為によって営
まれる社会現象(文学システム)と捉え調査する.
目下，文学賞の受賞データをもとに，そこにあらわ
れている文学システムの権威構造を調査している.
保 健 体 育
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⑤研究概要
生活習慣病，主として高脂血症，高血糖症，肥満
を中心に運動，食事による改善方法について検討し
ている.また児童生徒の体力の向上方法についても
検討している.
⑩ 学会報告
1) 加藤則子，西野紀子，前田昭次，滝上節子，三
辺忠雄，小野寺孝一:酸素運搬系機能の水準およ
び肥満度と医学的検査異常値出現率の関係につい
て.第21回日本健康増進学会， 1999， 10，福岡
⑥その他
1) 小野寺孝一:富山県児童生徒の体力，運動能力
の推移について.富山県の学校体育，第8号，平
成1年， 77-80 
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